
中国伝統食品由来古草菌は血糖値上昇抑制作用
を有するイミノ糖(DNJ)を産生する

機能性

技術の特徴

・１−デオキシノジリマイシン(DNJ)はブドウ糖と類似構造を持つため、αーグルコシダーゼを阻害し食後の血糖値の上
昇を抑制する。

・これまでDNJは桑の葉や放線菌など、食品以外の物質からその存在が示されて来た。
・中国ではおからの発酵物を料理の素材に用いていた。

グ ダ ゼ 害 性を簡単 定 き 方 を 応 酵食 を 定 結 強・αーグルコシダーゼの阻害活性を簡単に測定できる方法を開発し、その応用として、この発酵食品を測定した結果強
い阻害活性を確認できた。

・その活性物質を活性炭、イオン交換、HPLC、TLCで分離し、質量分析、NMRの結果、DNJであると判断した。

研究の内容

20

25

30

値
）

DNJ標準品

0

5

10

15

20

0 20 40 60 80 100

抑
制

強
度

（
相

対

培養時間（h）

Rhizopus oligosporus

Bacillus subtilis B2

Aspergillus oryzae

Bacillus subtilis (natto)
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図2 活性炭クロマトグラフィー

今後の展開
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図4 質量分析

食経験のある発酵菌から血
糖値上昇抑制活性のある
DNJ の産生が確認されたこ
とよりこの菌を発酵食品に応
用して、新たな糖尿病予防食
品の可能性が示唆される。
特にこの菌は培地の選択性
が低いことより、応用可能性
が高いので、新たな機能性
食品開発に期待できる。
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